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④

①

宮本鍛冶山内遺跡の金屋子神社

②

③

越堂たたら跡 ( 高殿 )

①山内通路石垣

②金屋子神社跡
③如来坐像

④水路跡

ガイダンス施設

史跡指定範囲

にょらい ざ  ぞう

かな  や    ご

N

遺構名称看板

押立柱・礎石
表示

床釣り掘形
位置表示

小舟位置
表示

本床位置
表示湯溜まり

位置表示 説明プレート

床釣り土層
立体剥ぎ取り
位置表示

天秤ふいご復元
（土台部分）

製鉄炉
復元

透過式
看板

遺跡説明看板
史跡標識
現地誘導看板

こ  ぶね おしたて

てんびん

ほんどこ

ゆ   だ

0 4ⅿ

東京・大阪方面から

九州・広島方面から

【自家用車】
【　J　R　】
【   空    路   】

中国道→落合 JCT→米子道→米子 JCT→山陰道→出雲多伎 IC【約 10 分】
東海道・山陽新幹線→岡山駅→伯備線「やくも」→出雲市駅→田儀駅【徒歩約 20分】
羽田・伊丹空港→JAL→出雲空港→空港連絡バス→出雲市駅→田儀駅【徒歩約 20分】

【自家用車】
【　J　R　】

中国道→尾道松江道→山陰道→出雲多伎 IC【約 10 分】
山陽新幹線→岡山駅→伯備線「やくも」→出雲市駅→田儀駅【徒歩約 20分】

【   空    路   】福岡空港→JAL→出雲空港→空港連絡バス→出雲市駅→田儀駅【徒歩約 20分】

出雲市文化財課 〒693-0011島根県出雲市大津町2760番地 (出雲弥生の森博物館 )
Tel : 0853-21-6893　Fax : 0853-21-6617
https://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori 令和 6年（2024）3月発行

施設案内
開館時間　 9：00 ～ 17：00
閉 館 日    年末年始（12/29 ～ 1/3）

所 在 地    島根県出雲市多伎町口田儀 898 番地

N
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大田中央・
三瓶山 IC

大田朝山 IC

出雲多伎 IC

湖陵 IC

掛合町穴見

佐田町朝原

多伎町多岐

乙立町
多伎町久村

湖陵町畑村

市役所
多伎行政センター

▲554
王院山

686▲
鳥屋ヶ丸山

西の谷川

穴見川

大田
市

久
手

波根

田儀

小田

出雲大社まで
約12km

9

184

375

出雲市

大田市大田市役所

出雲市役所
佐田行政センター日本海

田儀港

あさ   ひ

朝日たたら跡

みやもと  か    じ   さんない

宮本鍛冶山内遺跡百済たたら跡

掛樋たたら跡

日ノ平たたら跡

奥原たたら跡
橋ヶ原沢たたら跡

檀原たたら跡
梅ヶ谷鍛冶屋跡

梅ヶ谷尻たたら跡

吉原たたら跡

越堂たたら跡
こえどう

聖谷たたら跡
ひじりだに

加賀谷たたら跡

堂ノ原たたら跡

田儀櫻井家たたら製鉄遺跡（　 は国史跡）

多伎藝神社

須佐神社

9
184

431

越堂たたら跡
ガイダンス施設

田儀駅

山陰
本線

山
陰
自
動
車
道

9

田儀港

田
儀
川

聖谷たたら跡

ガイダンス施設
越堂たたら跡

宮本鍛冶山内遺跡 朝日たたら跡へ

博物館
出雲弥生の森
出雲市駅

田儀駅

日本海

出雲 I.C.

出雲多伎 I.C.

湖陵 I.C.

出雲市役所日本海

山陰自動車道

神
戸
川

斐
伊
川

道の駅
キララ多伎

出雲市役所
佐田行政センター

出雲市役所
多伎行政センター

山陰
本線

N

現地でたたら操業の様子をのぞいてみよう！

たたら場の
副技師長

天秤ふいごを
踏む人

たたら場の
技師長

炭を炉に
入れる人

色々な役割
の人が操業
に携わって
いたんだね

炭坂
番子 番子 炭焚 村下

すみさか

ばん  こ
すみたき むら  げ

田儀櫻井家たたら製鉄遺跡 越堂たたら跡と関連文化財

越堂たたら跡の現地整備

案内マップ

アクセス
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う



田儀港

ガイダンス施設

越堂たたら跡現地 ( 高殿 )

田儀川

住宅

鉄庫

櫻井家室

事務所

稲扱製造場

砂鉄置場

砂鉄洗場

金池
高殿

金屋子神社

炭小屋
住宅

山内水路

如来坐像

至　奥田儀村 ( 宮本 )

至　小田村
至　石見国

当時の往環
  （旧街道）

本願寺
清龍寺

田儀浦
日本海

（杉原幹雄氏作画）

神武社

バリア
フリー
トイレ

倉庫

入口

展示室

田儀櫻井家
たたら製鉄遺跡
周辺マップ

入口サイン

展示品コーナー３
（地元ゆかりの品②）

映像展示

展示品コーナー 1
（越堂たたら跡出土品）

窓から望む
如来坐像と
越堂たたら跡

展示品コーナー２
（地元ゆかりの品①）

高殿内部・
床釣り模型

展示パネル

越堂たたら跡床釣り
土層立体剥ぎ取り

N

高殿規模（一辺 19.5m）

高殿南面石垣

高殿北面石垣

高
殿
東
面
石
垣

跡坪跡坪

押立柱４押立柱４

押立柱３押立柱３ 押立柱１押立柱１

囲炉裏跡囲炉裏跡

湯溜まり湯溜まり

暗渠施設暗渠施設

暗渠施設暗渠施設

暗渠施設暗渠施設

暗渠施設暗渠施設

西小舟西小舟 東小舟東小舟

本床本床

①①

②②

床釣り掘形床釣り掘形

押立柱２押立柱２

炭置場炭置場
礎石列礎石列

高殿南面石垣対向石列高殿南面石垣対向石列

炭置場炭置場

砂鉄置場砂鉄置場

（南から）（南から）

４期小舟の屋根

３期小舟の屋根

３・４期たたら作業面

１期たたら作業面？

２期たたら作業面

火渡し穴 （西小舟と連結して温度を均一に保つ）火渡し穴 （西小舟と連結して温度を均一に保つ）
ひ   わたひ   わた

②東小舟（北側）と床釣りの造り替え痕跡

息抜き穴息抜き穴

火渡し穴火渡し穴

①東小舟（南側）と火渡し穴・息抜き穴

（北から）（北から）

0 4ⅿ

越堂たたら操業 3・4期（田儀櫻井家経営後半期　  ：19 世紀初頭～ 19 世紀後半）

越堂たたら操業 2期（田儀櫻井家経営以前～前半期 ：18 世紀中頃～ 19 世紀初頭）

越堂たたら操業 1期（田儀櫻井家経営以前　　 　  ：17 世紀末～ 18 世紀中頃）

凡　例凡　例

越堂たたら跡の床釣りには
地下の湿気を地上に逃がす
息抜き穴に土管が使われて
いたんだ。
幕末から明治時代初期以降
に普及した土管が息抜き穴
に使われた事例はほとんど
なく、当時の最新技術の床
釣りなんだ。

いき ぬ

越堂たたら跡の発掘調査で
分かった高殿や製鉄炉地下
構造の床釣りの様子が模型
になっているよ。
調査していない床釣りの底
面は地中レーダー探査で推
定できたんだ。

とこ つ

　越堂たたらは、田儀櫻井家が江戸時代中期（1769 年頃）から明治時
代初期（1882 年頃）まで操業した「海のたたら」です。
　田儀港に近い越堂たたらは、港の廻船を利用して製鉄の原材料（砂鉄・
木炭）を各地から調達し、生産した鉄素材（銑鉄）を全国に出荷しました。
また越堂たたらは、山と海のたたらを同時に経営した田儀櫻井家の中
心的なたたら場として、幕末から明治時代初年には出雲国でも一二を
争うほどに栄えた田儀櫻井家の製鉄経営を支えました。
　ガイダンス施設では、史跡である越堂たたら跡の調査成果を中心に、
他の史跡の概要や田儀櫻井家のたたら製鉄経営の特色などを紹介し、
田儀櫻井家のたたら製鉄を総合的に学べる展示を行っています。

かいせん

てつ  そ   ざい せんてつ

越堂山内の景観
（幕末から明治初年頃）

現在の越堂たたら跡周辺

越堂たたらとは 床釣り土層立体剥ぎ取り展示高殿内部・床釣り模型展示

館内案内
発掘調査の成果

越堂たたらの山内


